
 

【背景】 
 ヒトは模倣を行う際に、他者の身体と対象の

関係を、自分の身体と対象の関係に置き換える。

他者の身体表象を自分の身体へ変換するのに

重要な役割を果たすのはミラーニューロンシ

ステムであるが、この変換はしばしば対象が人

間でない場合でも生じる。Johnson et al. 
(2001)は、オランウータンの着ぐるみを着た演
者が乳児に話しかけてコミュニカティブであ

ることを印象づけた後で、ある動作を行い、そ

れが失敗するところを見せた。乳児はオランウ

ータンの着ぐるみが行った失敗の動作に見て、

（失敗せずに）最終的な状態までの模倣を行っ

た。同じ動作を、機械が行った場合には、機械

が行った通りに失敗の模倣が繰り返された

（Meltzoff, 1995）。これらのことは、ヒトのよ
うな外見をもつエージェントには、ヒトと同様

の意図を読み取ることを示唆している。 
 はたして、ヒト以外のエージェントをヒトの

ように認識するためには、「行為」が必要なの

だろうか。怪我をしている動物の痛みを共感す

ることもある。 
【目的】 

 そこで本研究では、他種の身体の静止画を、

ヒトと同じように認識するかを検討するため

に、心的回転の課題を行った。心的回転とは、

向きが異なる図形の対、あるいは鏡映関係にあ

る図形の対どちらかを提示したときに、一方の

図形を心的イメージとして回転させながら照

合させることをいう。Shepard and Metzler 
(1971)による最初の実験では、２つ１組からな
る立方体図形のうち、一方を垂直方向か水平方

向に回転させて提示し、それら２つの対象が同

一であるかどうかを判断させたところ、反応時

間と回転角度の間に１８０度を頂点とした直

線的な関係があることが見出された。 
その後の多くの刺激を用いた研究で心的回

転現象が確認されてきた。しかし、それらの研

究のなかでも、ヒトの手（拳や指差し）の線画

を刺激としたときには、反応時間の頂点は１８

０度ではなく、手の稼動範囲に合わせて変化す

ることが示されてきた（e.g., Sekiyama, 1982）。
具体的には、時計の０時を０度とした時計回り

の角度で、右手の図形では１３５度に、左手の

図形では２２５度に反応時間の頂点があった。

これは実際に左右の手首を中心に回転させた

ときにもっとも回転しにくい方向と一致して

いた。すなわち、手のイメージを回転する際に

は、身体に照らしてイメージを回転させること

が示唆された。 
 そこで本研究では、文字（Ｒ，Ｆ）、ヒトの

手（拳、指差し）、サルの手（拳、指差し）を

用いてどのような心的回転現象が得られるか

を調べた。これまでの研究から、反応時間の頂

点は、文字では１８０度、ヒトの右手では１３

５度、左手では２２５度となることが予想され

た。もし、サルの手が単なる対象と認識すれば

頂点は１８０度になることが予想される。しか

し、もしサルの手をヒトの手のように認識し、

自身の身体を参照しながら心的回転するなら

ば、ヒトの手と同じように頂点は１８０度以外

のところに得られると予想された。 
【方法】 

大学生および大学院生３６人（男性１９人、

女性１７人）を対象に、３つの条件の心的課題

を行った。３つの課題で用いられた刺激は、同

じサイズの文字（Ｒ，Ｆ）、背景を除去したヒ

トの手（拳、指差し）、サルの手（拳、指差し）
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の写真のいずれかであった。課題の順序は被験

者間でカウンターバランスした。それぞれの課

題は９６試行で構成され、ランダムに提示され

た刺激の種類（２）×左右（２）×４５度ずつ

の回転角度（８）からなるブロックが３回繰り

返された。 
 文字条件では通常の文字と鏡映文字が用い

られ、２種類の手の条件では右手と左手の写真

が用いられた。文字条件では、通常文字のとき

は右ボタンを、鏡映文字のときは左ボタンをで

きるだけ早く正確に押すことが求められた。手

の条件では右手のときは右ボタンを、左手のと

きは左ボタンを押すことが求められた。反応は

いずれも親指で行われた。その際、手はタオル

で隠されていた。 
【結果および考察】 

 右の図は、上段から文字条件、ヒトの手条件、

サルの手条件の、左列は左反応、右列は右反応

の反応時間（ms）を示している。 
（１）文字：従来どおり、文字刺激の種類（Ｒ，

Ｆ）か、また刺激が鏡映かどうかにかかわらず、

１８０度を頂点とした左右対称な、回転角度と

反応時間の直線的な関係が得られた。 
（２）ヒトの手：指指しでは、頂点が１８０度

となったが、拳では右手は１３５度、左手は２

２５度での反応時間がもっとも長かった。また、

指差しと拳のいずれも、回転角度と反応時間に

左右非対称の関係が得られ、右手では１３５度

の反応時間が２２５度よりも、左手では２２５

度の反応時間が１３５度の反応時間よりも長

かった。これらの結果は、Sekiyama (1982)や
他のヒトの手を刺激とした心的実験の結果と

一致していた。 
（３）サルの手：指差しと拳のいずれも、反応

時間の頂点は１８０度になった。しかし、ヒト

の手の場合と同様に、どちらの手の形でも右手

と左手ごとに回転角度と反応時間の関係が非

対称になった。サルの右手写真では１３５度が

２２５度より反応時間が長くなり、左手の写真

では２２５度のほうが１３５度よりも反応時

間が長くなった。これらの結果は、サルの写真

も、ヒトの写真と同様に、それを見ている人自

身の身体を参照してイメージを回転すること

を示唆している。 
 文字では、回転角度と反応時間の間に１８０

度を頂点とした左右対称の直線的な関係が得

られたが、ヒトの手では、右手の反応時間は１

３５度が、その対称角である２２５度よりも長

くなり、左手では逆に２２５度が１３５度より

も長くなった。サルの手の写真においてもヒト

の手と同様の結果が得られた。これらのことは、

自分の手と同じように見える刺激では、ヒトの

手ではなくても自身の身体を参照しながらイ

メージを回転させることを意味している。すな

わち、他種の身体部位も自身の身体と同様に処

理すること示唆している。今後、このことがど

の程度「ヒトの手」に見えるものにまで及ぶの

かを調べる必要がある。 
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